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I. 背景 
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教職員の仕事 

「北見地域への学生の寄与」 

地域貢献意欲 未知数 

そこで 

北見工業大学在学生の地域貢献に対する意識を 

データとして可視化 

⇒学生の関与がない 

産学官連携における 
大学の役割 

地域貢献 

本研究では「学生の地域貢献」を在学時の活動だけ
でなく、卒業後の地域貢献につながる活動も含める。 

→ ≒ 
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I. 背景 北見工業大学について 

学部生：1844名 大学院生：246名 

「学科とコース」http://www.kitami-it.ac.jp/engineering-graduate/course-info/ 

「学生数」 http://www.kitami-it.ac.jp/about/students/ 出典：北見工業大学ＨＰ 

平成27年5月1日現在 

工学の専門知識×マネジメント力 
「産学官連携価値創造研究」 
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II.目的・目標 
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北見工業大学在学生による地域貢献の意識調査 

目的 

• 北見工業大学在学生が持つ北見地域に 
 対しての興味や知識の明確化 
• 地域貢献拡大のための土台構築 

目標 
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III.研究方法 

北見工業大学在学生を対象にアンケートを用いて
意識調査を実施 
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 対象：北見工業大学４年生、大学院生 
 対象人数：４１名 
 実施日：平成２７年１０月１５日～１９日 
 アンケート内容： 
• 北見地域への興味・関心度 
• 地域貢献に対する意欲 
• 実施している地域貢献活動 
• 北見地域との接点 
• 北見地域への就職意識 
• 利用しているSNS（情報発信媒体の検討）  

１．アンケート① 
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III.研究方法 

北見工業大学各学科就職担当教員を対象に 
アンケートおよびヒアリングで意識調査を実施 

 
 対象：各学科就職担当教員 
 対象人数：13名中11名 
 アンケート内容： 
• 北見工業大学/各学科の就職支援活動について 
①学生が活用しやすい就職支援活動を提供しているか 
②力を入れて提供している就職支援活動は何か 
③オホーツク管内への就職支援活動をしているか 

• 学科ごとの就職支援状況のヒアリング 
 

2.アンケート② 



産学官連携価値創造研究室 
Collaborative Value-Creation Research Laboratories 8 

大学４年 
90% 

大学院１年 
3% 

大学院２年 
5% 

不明 
2% 

図１ 学年 

男 
61% 

女 
39% 

図２ 性別 

北海道 
54% 

東北 
17% 

関東 
2% 

中部 
15% 

近畿 
10% 

中国 
0% 

四国 
2% 

九州・沖縄 
0% 

外国 
0% 

図３ 出身地 

１．対象者属性 IV.結果 

n=41 
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２．地域貢献に対する意欲 
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活動中 
20% 

意欲あり 
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関心なし 
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図４ 地域貢献に対する意欲 n=41 

活動している学生は、サークル
やアルバイト、研究室単位で 
活動している学生が多い。 

意欲はあるが、活動のきっかけ
や情報を得られていない学生が
多い。 

自分の出身地への地域貢献
への意識がある学生もいる。 

IV.結果 
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図５ 利用しているSNS 

地域貢献活動の情報を発信するためにこの２つ
のSNSの使用すれば、意欲に比例して活動も拡大
できるのではないか。 

３．利用しているSNS IV.結果 
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4．学生の北見地域への就職意識 IV.結果 

希望する 
17% 

希望しない 
54% 

どちらでもいい 
29% 

図６ 北見地域への就職意識 

北見地域の交通の便や気候に
対して懸念を抱いている学生が
多い。 

オホーツク管内出身の学生が 
多い。 

n=41 

やりたい仕事や就職を希望する
企業がある地であれば場所を
選ばない学生が多い。 
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IV.結果 5．教員の北見地域への就職支援意識 

1 

6 
2 

1 
1 

図7 教員から見た大学全体の 

オホーツク管内への就職支援状況 
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図８ 教員から見た学科単位の 

オホーツク管内への就職支援状況 
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n=11 

教職員は、大学として北見地域への就職支援を行っているが、学科
として特別な取り組みはあまり行なっていないと感じている。 

教員は工学系の就職先は北見地域には数が少ないと感じている。 
本学からは毎年20名弱の北見地域への就職者を輩出している。 
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地域貢献活動 

V. 考察 
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地域貢献活動を
行っている学生 

地域貢献活動に
意欲がある学生 

活動のきっかけや 
情報が得られてない 

何をすればいい
かわからない 

情報発信
媒体 

サークル 

アルバイト 

研究室 

就職活動 


